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第 52 回十勝川イカダ下り 

キャプテン会議（安全教育） 

主催 十勝川イカダ下り実行委員会 

会場 十勝プラザ２Ｆ視聴覚室  

令和 6 年 6 月 28 日 金曜日  18:30 受付開始 

司会進行 河野 稜 

 

開会  実行委員長 挨拶                         19:00～19:05   赤本秋博 

 

1.実行委員会規約・参加資格・参加者の心得             19:05～19:15   佐東琢真 

 

2.全体工程                                  19:15～19:25   谷本幸一 

(1) イカダ作成時の注意点 

(2) 前日・当日のスケジュール 

 

3.陸上安全監視班 注意事項                       19:25～19:35   小原得誘 

(1) 車両進入経路及び会場での安全注意事項 

(2) 監視班配置、緊急連絡と組織形態 

(3) 中止時の連絡 

 

4.水上安全監視班 注意事項                        19:35～19:50   関本政行 

(1)乗船時の注意事項、救命胴衣着用の注意点 

 (2)河道状況（危険個所） 

 

5 十勝川イカダ下りＱ＆Ａ                          19:50～20:00   花染良慈 

 

6.集合写真撮影要領                       20:00～20:10   赤本秋博 

 

7.イカダ番号発表                          20:10～20:20   畠山 悟 

 

8.傷害保険                            20:20～20:30   伊藤孝展 

 

9.キッチンカー説明                        20:30～20:35   上野美幸 

 

10 質疑応答（疑問点・不明点の質問と返答による確認）       20:35～20:45   赤本秋博 

 

 

閉会 
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１．実行委員会規約・参加資格・参加者の心得 
 

十勝川イカダ下り実行委員会 

名誉会長 

 

平林 英明 ランチョ・エルパソ 

故 藤堂  博 元 さけの学舎 

実行委員長 赤本 秋博 元 やぶデザイン 

事務局  

畠山  悟 山田機械工業㈱ 

谷本 幸一 西江建設㈱ 

古田 勝巳 ㈱鉄建 

委 員 

渕根  章 元 ライブ＆カラオケ ACB  

室瀬 秋宏 アークコーポレーション㈱ 

佐東 琢真 ㈱共成レンテム 

関本 政行 ㈱北開水工コンサルタント 

岡田健太郎 ㈱北開水工コンサルタント 

花染 良慈 萩原建設工業㈱ 

山口  優 ㈱ネクスコメンテナンス北海道 

河野  稜 ㈱ネクスコメンテナンス北海道 

小原 得誘 西江建設㈱ 

篠田 博行 十勝空旅団 

浅川 隆人 ㈱鉄建 

上野 美幸 ㈱イーク 

 

十勝川イカダ下り後援 

帯広開発建設部 

十勝総合振興局 

帯広市 

音更町 

音更町十勝川温泉観光協会 

十勝毎日新聞社 

北海道新聞帯広支社 

NHK 帯広放送局 

HBC 北海道放送 
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〈イカダ参加資格〉 

1. 救命胴衣を必ず着用できる方。 

2. 参加者の心得を厳守できる方。 

《 参 加 者 の 心 得 》 

1. キャプテン（代表責任者）は、18 歳以上の方で電話連絡の取れる方に限ります。 

2. 全ての行動には、参加者自身の責任において行動して下さい。 

3. アルコールの飲用は様々な事故につながる恐れがありますので厳に慎むこと。 

4. スタート・ゴールに於いては、身廻りの清掃は各チームで行うこと。 

 

〈イカダの構造等について〉 

1. 各チームのイカダには救命用チューブ、推進

用パドル（櫂）1.8m くらい、竹さお（3.6

ｍで岸の枝払いに使用）、救助ロープなどを

準備して下さい。 

2. イカダの素材・構造等については指定しませ

んが、乗員の人数を考慮した浮力があるイカ

ダとし、転覆の際、脱出しやすい構造にして

下さい。 

3. 他のイカダを妨げない大きさ、河川では陸・

水上監視班の指示に従がって下さい。 

4. 受付したイカダ番号を必ず掲げて下さい 

〈乗船者の服装〉 

イカダに乗る者は、腕・足など露出部分を少な

くし、靴を履き、切り傷等を防いで下さい。転

覆時には泳ぎ易い服装にして下さい。 

〈緊急時の連絡方法〉 

1. 万一、緊急事態が生じた場合は、前後のイカ

ダと連絡をとり素早く対処し、救助要請を近

くの水上班か本部に携帯電話で連絡を入れて

下さい。また、呼び笛（ホイッスル）で監視

班に知らせて下さい。 

2. 負傷者が出た場合はゴール本部に届けて下さ

い。 

3. 破壊、沈没等でゴールに着岸できないチーム

は、必ず本部に届け、後片づけをして下さ

い。本部に携帯電話でリタイアする旨を伝え

て下さい。 

4. キャプテンは必ず携帯電話を持って乗船。 

〈乗船者の変更届け、キャプテン会議〉 

1. 当日受付は乗船者の変更のみとし、新たなイ

カダの参加受付は致しません。 

2. キャプテンはスタート地点のキャプテン会議

に必ず出席して下さい。（当日の河川状況等

の説明） 

3. 変更届けについて 

参加者申し込み名簿に変更が生じた場合は、

当日の受付に変更届けを提出して下さい。 

〈スタート方法〉 

1. 出航前に審査用写真撮影をします。イカダ番

号必ず掲げて下さい。 

2. 花火の打ち上げ後「スタートマン」が出航の

指示をしますので、しばらくお待ち下さい。 

3. スタートマンが、乗船人数を確認します。乗

船人数が合わない時は出発できません。 

〈未成年者〉 

1.未成年者（小・中学生等）は、保護者の同意

ならびに同伴を得て下さい。



7 
 

２．全体工程 

イカダ作成時の注意点 

 

●基本的イカダ 
・甲板はコンパネ・タルキ等で作成し、浮力材（タイヤチューブ・ペットボトル等）は

乗船者の重量に合ったものを使用する。 
・ロープ等で甲板と浮力材と固定する。 
・パンク時の交換および救助用として、イカダに予備チューブを装備する。 
・立って漕ぐ場合もあるためオールは 1.8m 程が使いやすい。 
・遠くから認識できるように旗の両面にイカダ番号を表記してください。 
・エアーは当委員会でコンプレッサーを準備しているものを使用可能ですが、混雑するこ

ともあるので余裕をもって作業を行ってください。持参したものを使用してもかまいま
せん。 

●その他注意事項 
・熱中症対策として飲み物（アルコールを除く）の携行
・貴重品は防水処理をした上で浮力のある容器に入れる
・紫外線対策（帽子・サングラス等） 
・怪我予防のため軍手等の装備 
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《前日・当日のスケジュール》 

 

 
 

前日準備 7 月 6 日（土） 

[中島橋上流左岸 スタート会場]  

     9:00  実行委員会 スタート会場に集合 

      9:30  実行委員会 スタート会場 準備開始 

    11:30   実行委員会 スタート会場にトイレ・コンプレッサー設置 

    13:00～17:00 一般イカダ準備受け入れ 開始（イカダ現地搬入・組立 準備作業） 

 

                

  当日 7 月 7 日（日） 

    [中島橋上流 スタート会場] 

 7:30 スタート会場にて参加受付開始、花火打ち上げ 

      8:00 キャプテン会議（イカダ乗船者も本部テント前に集合） 

開会宣言、実行委員長挨拶 

          参加者への確認事項説明（スタート、ゴール時・河川状況・安全対策等） 

          審査員紹介 集合写真撮影 

      8:30 スタート準備開始（人員数・イカダ状態チェック） 

        大型のイカダより順次出発 コンテスト審査開始  

     12:00  到着者は本部へ報告、その後イカダの解体撤去、ライフジャケット返却 

    13:00 イカダコンテスト審査委員長審査総評 

    13:30 十勝川イカダ下り実行委員会会場管理終了（以後は全て自己管理責任となります） 
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３．陸上安全監視班 注意事項 

《車両進入経路及び会場での安全注意事項》 
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十勝大橋 
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《監視班配置、緊急連絡と組織形態》 
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【緊急時の連絡】 

 
 

【中止時の連絡】 

 

■0155-25-1294

■0155-26-9122 ■0155-25-0110

■赤本実行委員長　TEL　090-3890-6492

●ポイント地点～通過イカダ番号
　チェックを携帯にて本部に連絡

●船外機付きボート
救助、監視　5艇

関本水上監視長　TEL 090-9436-5101

緊急連絡と組織形態

（無線機と携帯）

（無線機と携帯）

陸上監視班

水上監視班

小原陸上監視長　TEL　090-6690-1182

消防署 警察署携帯で連絡

本

部

携帯で連絡

各イカダ

帯広河川事務所

中止・延期時の連絡対応

●河川水位の状況による開催可否の判断は、前
日(6日正午12:00)に行います。但し、降雨が予
測される場合は、以下のとおりとします。
●降雨状況による判断は、当日(7日午前6:00)
に行い最終決定します。

参加者の皆様には、ご迷惑をおかけして申し訳
ありませんが、開催確認のお問い合わせは、右
記担当者またはHPでの確認をお願い致します。
http://www.tokachigawa-ikada.net/

※ 7月7日に開催出来ない場合は、7月21日開催
予定とします。

お問合せ先

船番号（貸イカダ 1～25）→畠山

TEL 090-5950-5030

船番号（ 26～ ）→赤本

TEL 090-3890-6492
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４．水上安全監視班 注意事項 
《乗船時の注意事項、救命胴衣着用の注意点》 

 

① 救命胴衣を必ず装着してください！ 
・ 乗船者は全員『必ず救命胴衣を正しく装着』してください。 

・ 装着後に調整ベルトを利用して、『各人の体にフィットするよう調整』し

てください。締め付けが緩いと、簡単に外れてしまいます。 

・ 全身が濡れることを前提として『入水しても良い服装』をしてください。

水を含むと重たくなる素材は水中で動きにくくなります。 

・ 『貴重品や濡れると困るもの、落としやすいものは、陸上に置いてくださ

い』。水中に没した場合は、ほとんど回収は不可能です。 

② 川に落ちてもあわてないでください！ 
・ イカダが転倒して、川に投げ出されることも考えられますが、あわてず、『近いイカダに声をか

けて助けてもらう』か『陸上や水上の救助人員に伝えて救助』してもらってください。 

・ もしもイカダから離れて流された場合でも、『無理にイカダに戻ろうとせずに、岸に上がるか、

救助ボートに助けを求めて』ください。 

・ 『イカダや障害物に挟まれないよう注意』してください。川の流れによる力がかかっているの

で、一人の力では簡単に脱出することが出来ません。水中に落ちた場合は、『イカダの左右両側

に廻る』ようにしてください。 

③ 全員で漕ぎ、障害物（流木・構造物）を回避してください！ 
・ イカダは簡単に方向を変えることが出来ません、『早くからの回避行動』を行うこと。 

・ 回避は『全員で漕ぐ』ことが必要です。『パドルか竹竿等を全員分』準備してください。 

・ もしも支障物に引っかかり、後からさらにイカダがぶつかってくる場合は、『イカダを捨て、

川へ飛び込んでください！』、そのまま乗船していると、挟まり抜け出せなくなります。 

④ 指示に的確に従ってください！ 
・ 実行委員会関係者からの『指示に従った行動』を確実にとってください。 

・ キャプテンは、『同乗者を統括し、安全を最優先に対処』してください。 

 

【 各人それぞれが自分の身を守ってください！ 】 
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ライフジャケットでの正しい流され方。 

← 動画はこちら 

https://youtu.be/9dEp1X7neUc 
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「出典：（公財）河川財団」 
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「出典：（公財）河川財団」 
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「出典：（公財）河川財団」 
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「出典：（公財）河川財団」 
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「出典：（公財）河川財団」 
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《河道状況（危険個所）１/3》 

 
 

 

※ 詳細は Google earth で説明します。 
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《河道状況（危険個所）２/3》 

 
 

※ 詳細は Google earth で説明します。 
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《河道状況（危険個所）３/3》 

 
 

 

※ 詳細は Google earth で説明します。 
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５．十勝川イカダ下り Q＆A 
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７．集合写真撮影要領 

 
※1：写真撮影には、実行委員・ボランティア全てが参加する事。 

※2：撮影した写真は、イカダ下りの広報等に使用させて頂きますのでご了承をお願い致します。 

※3：5ｍの横断幕（第 52 回十勝川イカダ下り）を中央に配置し両サイドにポールを設置します。その中で整列してください。 
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集合写真イメージ 
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